
人権尊重啓発作品最優秀賞受賞作品のご紹介
　今年も、市内の小・中学生の皆さんを対象に「人権尊重啓発作品」を募集したところ、人権に対するあたたかい
思いや願いが込められた５２８点ものポスター・詩・標語を応募いただきました。
　このたび、入選作品を決定しましたので、それぞれの部門において最優秀賞に輝いた作品を紹介します。
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12月10日（火）～ 16日（月）は
北朝鮮人権侵害問題啓発週間

　北朝鮮による人権侵害問題について認識を深め
るとともに、国際社会と連携しながら、これら問題
を解明し、その抑止を図るため啓発週間が設けられ
ました。
　拉致問題を始めとする北朝鮮当局による人権侵
害問題への対処は、国際社会を挙げて取り組むべき
課題でありますが、まずは一人ひとりがこの問題に
関心をもち、認識を深めていくことが大切です。

問長浜警察署（☎６２－０１１０）

12月４日（水）～ 10日（火） は
人権週間です！

平成25年度啓発活動重点目標
みんなで築こう　人権の世紀

～考えよう 相手の気持ち 育てよう 思いやりの心～

　国際連合は、昭和23年12月10日の第３回総会で「世界人権宣
言」が採択されたのを記念して、昭和25年に12月10日を「人権
デー」と定めました。
　市では人権週間に合わせ、人権擁護委員の皆さんらとともに、
市内の駅やスーパーなどで街頭啓発を行います。

問人権施策推進課（☎６５－６５６０）
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12月１日（日）～ 12月31日（火）は
年末の交通安全県民運動

日没の早まりや積雪、路面の凍結等が要因で、冬場は交通事故の危険性が高まります。
いつも以上に安全運転、交通マナーの実践を心がけましょう。

問市民協働推進課（☎６５－８７２２）

《運動の重点》
①前照灯の早め点灯と反射材の着用
②飲酒運転の根絶
③全座席シートベルトの着用徹底

事前登録者
（市に本籍や住民登録のある人）

事前登録者の証明書を
請求する代理人・第三者

市役所
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〈 制度の流れ 〉

広報ながはま　2013年12月　2021　広報ながはま　2013年12月


